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　皆様、こんにちは。

「はばたき」は、札幌・

石狩管内の高等学校及び

特別支援学校の教職員の

皆様に向けて、教育情勢

や社会情勢および労働条

件にまつわる諸課題など

を発信するツールとし

て、現在まで発行し続け

てきましたが、この度、

発行部数が６００号を数

えることとなりました。

そこで６００号を記念し

て座談会を行いたいと思

います。まずは、A

さ

ん、「はばたき」の歴史

についてお話しいただけ

ますか？

A

　はい。わかりました。

ですが、その前に、各職場

で「はばたき」を配布して

くださっている組合員の皆

さん、そして、それを読ん

でくださっている読者の皆

さんに是非ともご挨拶させ

てください。「いつもあり

がとうございます」。さ

て、「はばたき」の歴史に

ついてですが、道高教組札

幌支部の新聞として１９７

０年代から発行が始まりま

した。札幌支部には、草創

期以来ずっと組合専従を配

置してきましたが、記事の

執筆や発行は歴代の専従書

記長が主に担ってきまし

た。

  

もう少し詳しく教えて

ください。

B

　では、ここからは私

が。この世にワープロが

出始めたのが、８０年代

の初めでした。そして、

そのワープロ自体も９０

年代に入ってパソコンに

とってかわられるんです

けれども、そのワープロ

が普及する以前は、長ら

く手書き手刷りのガリ版

印刷の時代がありまし

た。その後、自動製版機

能付きの輪転機の出現で

楽に大量印刷することが

可能となりましたが、

「はばたき」の創刊はそ

の頃だと思います。です

ので、初期の「はばた

き」は全て手書きの原稿

でした。

  

　現在の発行部数は約３

５００部です。管内の高校

と特別支援学校の５６職場

に発送しています。過去に

は４０００部以上印刷して

いましたが、少子化や統廃

合などにより、教職員数が

如実に減少してきた結果で

す。

  

　

 

私は、洋画のD
V
D

を

見ていて、教室のシーンが

出てくると一時停止して、

教室内の机の数を数えるん

です。大概１教室には１０

数人から多くて２５人なん

ですね。古い映画でもです

よ。私の高校時代は一クラ

ス４７人でした。少子化が

進んでも、そのまま教職員

数も同時に減らしてきた結

果、日本のこの劣悪な教育

条件はいつまでたっても変

わりません。

  

　それが現場の多忙化の

根本原因でもありますし

ね。G
D
P

における教育予算

の

 

割合が日本はO
E
C
D

加

盟諸国の中で、ワースト２

であることは有名です。
 

　そうなんです。毎

年、道高教組が取り組ん

でいる「ゆきとどいた教

育をすすめる署名」は累

計４億筆を超えていま

す。もっと大きな運動に

して、国を動かすために

も、この「はばたき」を

通して皆さんにご協力の

訴えをしたいものです。

　

 

そのとおりですね。

さん何かありませんか？

  

　私は「はばたき」を

現場で配布する醍醐味に

ついて話します。例え

ば、定年延長の制度設計

や免許更新制廃止の

ニュースなど、新聞報道

よりも早く詳しく記事に

できることがあるんで

す。これは人事委員会に

登録している教職員組合

としての道高教組ならで

はの情報発信ですが、管

理職への通達が出る前な

どは、管理職も「はばた

き」から情報を得るしか

ないといった場面が起こ

るのです。
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「ロシアのプーチン大統

領は、３月２５日、国営

テレビで、自国の戦術核

兵器を隣国ベラルーシに

配備する方針を表明しま

した。ロシアは昨年２月

２４日のウクライナ侵攻

開始後、核兵器使用の脅

威を繰り返し、同国の原

発の占拠や砲撃をしてき

ました。今回の表明でロ

シアの核脅迫は、新たな

危険な段階を迎えまし

た。（赤旗日曜版４月２日）」

   

ロシアの核配備と聞い

てレナータ・イズマイロ

ワさんを思い出した。彼

女は２０００年に開催さ

れた原水爆禁止世界大会

に導入発言の１人として

カザフスタンから招聘さ

れた高校生だった。広島

市民球場に設けられた特

設ステージを外野席から

眺めると、１人の女性が

何かを抱えて歩くのが見

えた。彼女はそれを演台

に置くと、その影がスッ

と姿勢を正してマイクを

握った。レナータさん

だった。高校生とはい

え、どう見ても身長は３

０センチ程度だ。本人だ

と思っていた女性は彼女
の通訳だった。

 

「私は１９８２年に生まれ

ました。核実験場が私の運

命に消し去り難い痕跡を残

したのは当然のことでした

（中略）私はいつも自分で

学校に通いたいと思ってい

ました。同じ年代の人たち

を見ると、みんなと同じよ

うに歩いたり、図書館へ

通ったり、毎日の生活を楽

しみたいと強く感じるので

す。実験場は私からこの全

てを奪ったのです。（中

略）私は核兵器を製造して

貯蔵する人たちに聞きたい

です。私のような障害を

持った子供が欲しいです

か？と。」

　通訳の声がマイク越しに

震えていた。スピーチが終

わると二人は涙を拭いなが

ら抱き合い、万雷の拍手が

彼女たちを温かく包んだ。

　ロシアが各配備を決めた

３月末、必勝しゃもじを抱

えてウクライナを訪問した

のは我が国の首相だった。

この訪問はロシアに対する

挑発行為だという声がSNS

に上がったが、それも世界

野球の興奮にかき消されて

しまった。しかし、これが

世界唯一の被爆国と言われ

る日本の姿なのだ。見たく

ない現実を見るのはたいへ

ん勇気のいることだ。

札幌支部のメンバー一同、少

しでも皆様の役にたてればと

考え、奮闘して行きますの

で、今年も皆様のお力添えを

よろしくお願いします。
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